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第２章　日本の政府開発援助の具体的取組
第 3 節 地域別の取組

重点を置くべき課題について議論されました。TICAD�
Vでは、近年のアフリカの経済成長を強固なものとし
つつ、成果の恩恵が広く社会に行き渡るよう、引き続き
アフリカ自身の取組を支援していきます。
　また、日本はアフリカ地域における平和と安定の実
現に向けた取組にも貢献しています。たとえば、南北
スーダンへの支援は、TICAD�IVの重点分野の一つに
掲げられており、同時に日本が対アフリカ政策の重要
な柱として強調する「平和の定着」に向けた支援の一例
となっています。2008年にオスロ（ノルウェー）で開
かれた第3回スーダン・コンソーシアム会合では、①南
北スーダンのバランス、②対南部スーダン支援におけ
る人道支援から復興・開発支援への移行、③地域格差
の是正を念頭に置きつつ、これまでの支援に加え、当
面約2億ドルの支援を表明し、2010年8月までに約2
億2,000万ドルの支援を実施しました。特に、2011
年1月に実施された南部スーダンの独立を問う住民投
票は、南北包括和平合意（CPA）履行プロセスの集大成
であることを踏まえ、日本は住民投票の実施に対して
約800万ドルの緊急無償資金協力を供与するなど、同
国の平和の定着を支援しています。また、国際機関や

日本のNGOと積極的に連携しながら、難民の帰還・再
統合の支援、食糧支援などのほか、近年では、基礎生活
分野およびインフラ整備等に対する支援を行っていま
す。（スーダン・南スーダンについては117ページ参照）
　そのほか、民主的な政治プロセスを促進し平和の定
着を図る観点から、大統領選挙等への支援も実施して
います。2011年4月～ 2012年3月にはアフリカで
多くの選挙が実施され、リベリア、コンゴ民主共和国、
ギニアビサウ等においては、国連開発計画（UNDP）と
連携し、投票箱などの選挙機材供与、選挙管理員の能
力強化など総額約920万ドルの支援を行いました。こ
れにより、これらの国における民主的な選挙の実施に
貢献しました。
　さらに、2011年度には、60年ぶりの大規摸な干ば
つ被害に遭ったアフリカの角

つの
地域（ソマリア、ジブチ、

エチオピア、エリトリアから成るアフリカ大陸の北東
部地域）や、治安悪化と干ばつに苦しむモーリタニア、
ニジェール、ブルキナファソ、チャドなどのサヘル地
域（主に西アフリカのサハラ砂漠南端部周辺）の国々に
対して、現地のニーズに合った迅速な食糧支援を実施
しました。

　インド洋に面するタンザニアのダルエスサラーム港から、ビクトリア湖の南側を回り、隣国ルワンダの首都キガリに至る国際幹
線は中央回廊と呼ばれ、東アフリカ地域の主要国際経済回廊に位置付けられています。この回廊のタンザニア・ルワンダ国境に
あるルスモ橋は両国間の物流の重要地点となっていますが、道幅が狭く老朽化も進み、貿易拡大に伴う交通量増加に対応でき
ていません。
　本事業は、老朽化したルスモ国際橋の架け替え、タンザニア・ルワンダ間の国境手続き円滑化のための施設建設および改修
（ワン・ストップ・ボーダー・ポスト：OSBP※）を行うものです。これにより、ルスモ国境を通過する車両の重量・速度規制の緩和、越境
手続きの時間短縮が可能となり、両国間の輸送コストの低減、貿
易・投資の拡大に寄与することが期待され、タンザニア・ルワンダ
両国のみならずブルンジやコンゴ民主共和国といった近隣内陸
国も含めた周辺地域の経済発展に寄与すると期待されます。
　2008年に開催された第4回アフリカ開発会議（TICAD�IV）に
て、日本はアフリカ地域の広域インフラや、隣接国の越境手続き
を一本化し物流の効率化を図るOSBP整備への支援を表明して
います。本事業は、日本政府が支援を表明した「アフリカ諸国の
広域道路網・通関手続き円滑化施設の整備」を具体化するもの
です。（2012年12月時点）

混雑時の様子（写真：JICA）

ルスモ国際橋及び国境手続円滑化施設整備計画
無償資金協力（2011年8月～実施中）タンザニア／ルワンダ

※�ワンストップ・ボーダー・ポスト�OSBP：�One�Stop�Border�Post　陸路における出国・
入国手続きや税関検査等の国境手続きを、国
境を接する二つの国が共同で行うことにより、
一度で効率的に実施するため仕組み
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